
202511版 

２０２６年度　まめどくれっしゅ　事業計画書 
 

 

１．基本方針 
 

■子育て理念『にんげん力。　育てます』 

■子育て目標　『センスオブワンダー』 

　　　　　　　　　　『人対人コミュニケーション』 

■私たちが育てる６つの力 

　　　　　　「ケガをしない強い体を育てる」 

　　　　　　「自分でできることを自分でする」 

　　　　　　「すべての人との関わりから判断・行動を身につける」 

　　　　　　「活動を選択し自分で考えて行動する」 

　　　　　　「生死を知る　食の循環を知る」 

　　　　　　「考えたこと・感じたことを表現する」 

 

　２０２６年度、まめどくれっしゅは子どもを中心にして、子ども時代を保証し、「１０よりも１００の体験を」を掲げ、

チャレンジできる土壌づくりを目指す。 

　どのような種をまき、花を咲かせ、実をつけるのかに期待をして、子ども自身が自分を育てる姿と輝く満開の

笑顔に対面し、たくさんの関わりと対話、ともに遊び、労働し、感じて、そのような人間関係を構築していく。 

園に集うスタッフにおいても、自身の選択に自信を持ち、子どもの「生きる力・にんげん力」を育てる保育活動に

試行錯誤しながらでも、チーム一丸となって、創意工夫とやりがいをもって進んでいく。そのように決意する。 

 

 

（１）保育内容の充実・質の向上 

① 　主体的・対話的な深い学びを目指す。子どもが今日経験したことを他者とかかわりを深める中で、自己選

択、自己決定できる環境の中、自由に気持ちを表現し、それを受けとる関係から、人と関わる力、自分の

生活をつくりだす力、未来を創造する力を育んでいく。 

②　子どもが身近な環境に興味や関心を持って積極的にかかわり、心動く経験に出会い、「試行錯誤」(トライ

アル・アンド・エラー)を繰り返し、自分自身を自ら育てる生活を保障して、保育を展開していく。 

1 

計画・ねらい 

生活を大事に、十分な養護の行き届いた環境の下、くつろいだ雰囲気の中で子

どもの様々な欲求を満たし、生命の保持及び情緒の安定を図ることを第一とす

る。 

実践予定内容 

・肯定的・受容的な応答関係の日常 

・生活リズムの整えと啓蒙 

・朝の視診と保護者様との連携・連絡 

・遊びこめる環境と休める環境設定　静と動をつくり、体のリズムを整える 

・保育園に生活の決まりがあることを覚え、身の処し方を学ぶ 

・危険と安全がわかり、自ら判断する基礎を養う 

2 

計画・ねらい 
どろんこ会の日課、基本活動の充実と質の向上を目標に、毎日のつみあげから

「にんげん力」を培う 

実践予定内容 

・異年齢保育・座禅・雑巾がけ・さくらさくらんぼリズム体操・戸外活動・生き物の

世話・畑仕事・裸足保育・縁側給食・商店街ツアー・地域異世代交流などの日課

や地域交流 
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・保育者は、「遂行するには何が必要か」を常に考えて、日課など決められたもの

を子どもの生活の中に落とし込んでいく。大人の指示や呼びかけがなくとも子ど

も自身が判断し、実行し、協力しながら進めていこうとする環境をつくる 

3 

計画・ねらい 

・「子どものすることに無駄なことは何一つない」との考えを保育の中に定着させ

て、その時そのときの子どもの在りのままを受容し、子どもの背景をくみ取って肝

要に応対する。駄々こねや反抗期を歓迎する​

・子どものサインや発信を尊重する。大人の価値観を横において、子どもの本質

に迫る。子どもの発信を肯定的に受容すると同時に、子どもには自身の発言に

責任を持たせて、「子どもに任せる保育」を忍耐と楽しみをもって行い、trial＆

errorを毎日に組み込む 

実践予定内容 

・ゾーン保育 

・インクルーシブ保育 

・生活全般 

4 計画・ねらい 

・進んで戸外で遊ぶ 

・生活・社会生活の範囲を広げる 

・他者との協働の中で互いに思いや考えを発信・共有し、共通の目的を実現する 

・保育活動の実践や異年齢との関わりなどの直接体験を通して、①他者との協

働　②感情のコントロール　③毎日のスモールステップの目標達成　の環境構成

をして、見守る、かかわる、教える、共感協動して背中を見せていく 

 実践予定内容 

・長距離散歩 

・散歩9時出発 

・ルールのある集団遊び 

 

 

（２）保育所を利用する子どもの保護者への支援 

保護者に①思いやり　②誠実さ　③謙虚さ　④感謝　を忘れず、おもてなしの心を込めたサービスを提供するこ

とを念頭に置いて、「信頼」して預けていただく支援を考え続けるスタッフ集団となる。 

1 

計画・ねらい 
保育者はおもてなし（思いやり、誠実さ、謙虚さ、感謝など、心のこもった接遇の

こと）を研鑽し、心がけて、保護者様の心の満足度向上を図る 

実践予定内容 

・気持ちの良い挨拶と受け答え 

・ニーズをくみ取る気働きと働きかけ 

・1日の子どもの様子とその姿に成長の意味づけができる3分間対応 

2 

計画・ねらい 

・最大の保護者支援は「子どもの安全が確保され、様々な体験を通して、体も心

も十分に育つこと」とし、保育活動を十二分に展開する 

・いずれの活動も意味やねらいを深めながら実践する。PDCAを回し、常により良

くなるために学び、努力する。プロセスを大事にする。保護者様との相互理解を

図る（日常で、改まった場面で） 

実践予定内容 

・日課・基本活動・異年齢保育・座禅・雑巾かけ・さくらさくらんぼリズム体操・散歩

9時出発・生き物のお世話・畑仕事・戸外での食事・商店街ツアー・銭湯でのおふ

ろの日・青空保育 

・6つの力の提示 

・これらを生き生きと伝達できる可視化・エピソード記録・ドキュメンテーション・

ポートフォリオ 

3 計画・ねらい 
・保護者様の積極的な保育活動への参加を推進する 

・保育活動に関心を寄せ、積極的に参加することは、子育てを自ら実践する力の
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向上に寄与することから、このことを強めていく 

・大人が協力する姿を子どもたちが肌で感じ取り、いずれかの協働する姿の芽と

する 

実践予定内容 

・保育参加への促し・親子行事への参加のお誘い・どろんこサポーター 

・保護者様のニーズに沿った個別面談の実施・卒園面談 

※保護者様は面談の時間、面談するスタッフを指名することができる 

4 計画・ねらい 

・卒園後も継続する保育​

・原体験となる日々の活動その中での親切で寛容な関わりから、卒園の後も子ど

もたちや保護者の方の心のふるさととなる保育園を目指す。 

 実践予定内容 

・卒園児が来園したときに気持ちの良い接遇を通年で行う 

・新しいスタッフも卒園児に配慮して名前を覚える。関心をもって歓迎して受け入

れる 

・卒園時に子どもたち、保護者様にアナウンスを入れる 

 

 

（３）地域の子育て支援事業 

地域に開かれた子育て支援を実現し、子育て支援室チキンエッグを拠点とした支援活動を行う。 

また、子育てに悩む地域の方々の心の拠り所となるような場所を目指す。 

1 

計画・ねらい 

・地域への発信 

・「開かれたまめどくれっしゅ」をイメージして地域での知名度を上げていく 

・駅近くの利便性を活用して、いつでも子どもとともに受け入れられる安心基地

を地域の子育て家庭に開放する 

実践予定内容 

・園開放、支援室の長時間開放と利用者増への取り組みを図る：情報発信・利

用しやすい受け入れ方法の確立・年齢にあった遊具、遊びの工夫・育児相談 

・安心して利用できる環境づくりに努める：くつろげる環境づくり 

・園見学受け入れの当番制（スタッフ育成を兼ねる）：保育者一人ひとりが園外に

も意識を向け、保育園としての社会的な役割を実感して保育活動に活かす・自

分事としてとらえ、考え、判断し行動する（年度後半を予定） 

・手順書を作り、案内の標準化を図る：入所案内の読み込み・自園の保育の言

語化と伝え方・視覚的案内の作成（デイリー・6つの力 写真とねらい） 

2 

計画・ねらい 

・子育て相談の実施 

・地域家庭のニーズの把握 

・フォーマルな子育て相談と同時にインフォーマルな子育て相談を意識して、雑

談の機会やともに遊ぶ中で、子育ての悩みを聞き保護者様の気持ちの開放を

図る 

実践予定内容 

・園開放 

・遊びの設定などの環境構成 

・話しかけから始まるインフォーマルな子育て相談とカウンセリング技術の習得 

・研修 

・園開放担当の役割分担制 

3 

計画・ねらい 保育の専門性を地域の家庭に還元する 

実践予定内容 

・地域公開講座の実施 

・園を子育て家庭に開放して、育児講座や親子遊びなどのイベントを開き、子ど

もとのかかわり方や接し方、育児の考え方がわかり、家庭での育児負担が軽減

する手伝いを担う 
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（４）次世代を担うスタッフ育成 

２０２６年度のスタッフ育成の目指す姿をあげる。​

「自分自身が自分自身で日々の研鑽をし、教育者としての教育力を高めていく人財」 

「保育者も五感を磨き、感性・教養を身につける人財」​

「専門性を持ち、プライドを持って保育にあたり、保育を言語化し、他者に発信できる人財」 

1 

計画・ねらい 

・スタッフの接遇力、ビジネスマナーの向上を図る 

・人対人コミュニケーション力を養う 

・保護者様に安心感・信頼感を持って保育園を利用していただく 

・保護者様が子どもの成長ぶりに目を見張る３分間対応を展開するために、保育

の視点を高め効果的な言葉を選ぶ 

・何よりも自分自身に対して、自尊感情を持ち、笑顔で何事にも楽しんで、やりが

いをもって取り組む 

実践予定内容 

・マニュアル研修 

・OJT研修​

・タイムラインや連絡帳のふり返り​

・「言葉」の研修 

・法人の考えに基づく、保育のねらいや意図を語れるスタッフの育成 

・保護者様との日常の対話力、窓口対応、苦情対応は特に気にかけて、全スタッ

フ（パートスタッフ、調理、事務含む）が対応を学ぶ 

2 

計画・ねらい 

・園内研修の開催：保育技術を身に付ける 

・ファシリテーション、プレゼンテーション技術の向上 

・多様な見方、問題解決能力の向上 

実践予定内容 

・園会議時：アイスブレイク（手遊び・歌・リズムなど）、5分間スピーチ、司会 

・ブレーンストーミング法の定着 

・問題の解決方法の取得 

3 

計画・ねらい 

どろんこ会運営方針に沿った保育活動の推進 

保育の質の向上：主体的な「にんげん力」ある保育者・園スタッフの育成を図り、

効果的なチームプレイを構築する 

チャレンジ精神をもって、実際の保育活動を推進する（企画・実行・ハザードの作

り方や危機管理とリスクマネジメントの考え方など） 

実践予定内容 

・コンピテンシーの追求 

・「ダメと言わない保育」とは、またその保育を園の文化として定着させるには、を

追求 

・セカンドステップ、ソーシャルスキルトレーニング、アンガーマネジメント技術の向

上 

・子どもの「生きる力を引き出す」手法の体得をめざす 

・子どもに多様な考え方があることを知らせ、選択肢の幅を広げる 

・「保育マニュアル」「保育運営マニュアル」の読み込みと理解を図る 

・保育活動の可視化と情報発信の方法を学ぶ：ドキュメンテーションやポートフォリ

オ、保育WEB 

・保育活動の企画、実行、ハザード作成と継続性のある保育活動の展開 

4 計画・ねらい リーダーの養成 

 実践予定内容 
・個人面談の実施（振り返りから目標設定へ、PDCAを回す、OODAの視点で修正

を図る） 
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・リーダー会議の開催：自主的な運営、発案、課題意識、業務改善、時間の効率

化をめざす 

・個からチームビルドへの意識改革 

・メンバー一人ひとりの資質・能力を活かし、強みのピックアップや役割分担をする

ことでチーム力の底上げを図り、相乗効果を期待し、効果的な保育へつなげる 

5 計画・ねらい MBOの導入 

 実践予定内容 

・2026年度の施設運営ミッションをかみ砕き、スタッフ各々が保育の質を深め、深

化させるテーマを決める 

・スタッフ一人ひとりが自身で計画立てたことを、スケジュール管理して実行・完結

することができる 

・課題の抽出が適切で、質の高い保育、業務の効率化、スタッフのモチベーション

アップを図る 

・MBO：意図やねらいの説明、第1次考課面談と施設長面談の実施、目標面談・

中間面談（7月、11月）・評価面談の実施 

 

 

（５）環境実施目標 

1 

計画・ねらい 食材、食の循環を知る機会を生活の中に取り入れる 

実践予定内

容 

・畑・春菊など2期作できる野菜を育て、花から種へ変わる様子を楽しみ、採取した種を畑

で育てる、循環を体験する 

・野菜の下処理を日々の日課として実施する 

・味噌作り、しそジュース作り等の食材加工を行う 

・鶏の卵を使った自園調理、鶏糞を利用した肥料を作り、畑で使用する堆肥の自給自足

をめざす 

2 

計画・ねらい 給食残渣の削減、調理過程で発生した生ごみの削減と活用 

実践予定内

容 

・調理・野菜の切り方での残渣減をめざす 

・野菜くずでのコンポスト作り 

・鶏の鶏糞や卵の殻の堆肥づくり 

3 

計画・ねらい 
まめくれ農園の創設 

園庭の活用にねらいをもたせ、日々の遊びの充実を図る 

実践予定内

容 

・園庭やベランダ、外階段の空きを利用して、プランターや花壇を設置する。畑に歩いて

行かれない乳児クラスの子どもも季節の移り変わりや作物の生長過程、お世話の様子を

見て学び、生活の中で学ぶ体験を増やす 

・木登りや木陰を利用した基地づくりの提供機会を作り、夏の戸外遊びの機会をつくる 

・柿やヨモギ、栽培した作物の実りや収穫を喜び、調理してもしくは生でいただく 

・火起こしして、ゆでる、煮る、焼くなどの野外調理をし、戸外で工夫して食べることを日常

化する 

4 計画・ねらい 

・毎日の鶏の世話を丁寧にする。鶏や飼育する生き物の性質を調べ、命を永らえたり快

適に過ごしてもらう方法や知恵を日々検討し、よりよい改善を図っていく 

・生死を知る 

・動物園への遠足では、地球上の生物の素晴らしさや不思議さを五感で感じ、絶滅危機

に瀕している動物に関心を寄せる。にんげんの気持ちや行動で、絶滅や体の痛みなどを

他生物に及ぼしている影響を知り、環境を守るために何ができるかを考えて、日常の生

活に変化をもたらす 

・命に触れる機会から、自身の生まれた意味や自身を大切な存在と再認識できる機会と
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する 

 
実践予定内

容 

・金沢自然公園 

・動物園 

・遠足 

・日課活動：生き物の飼育（鶏など） 

 

 

（６）園目標の実現 

「まぶしい汗をかいて　思いやりの根をはろう 

　　～あそぶ・たべる・わらう・うたう・あるく～ 

1 

計画・ねらい キャッチフレーズが形骸化せず、保育や子どもたちの生活にまで浸透する 

実践予定内容 

・大人が背中を見せる 

・子どもと共感協働の毎日を展開する 

・キャッチフレーズを園内に掲示する、保護者様に周知する 

・保育計画立案に盛り込んでいく 

・振り返り、再アクションを起こす仕組みを作る 

 

 

 

２．施設運営 
 

（１）施設情報 

児童定員 

0歳児 1歳児 2歳児 3歳児 4歳児 5歳児 合計 

3名 8名 10名 11名 11名 11名 54名 

 

 

（２）開所時間 

７時００分～２０時００分　 

 

 

（３）スタッフ構成　(３月１日時点) 

常勤 

 保育士 9名  看護師 1名  用務 1名 

 調理 3名     

パート  保育士 2名  事務 1名   
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３．運営方針 
 

（１）施設内会議の開催(勤務時間内) 

施設内会議名 頻度 会議内容 

園会議 
 

月1回120分 

園内研修、活動振り返り、コンピテンシー考察、品質マニュア

ル記載、安全・危機管理研修 

給食運営会議 
 

月1回 
アレルギー確認、クラス給食状況、給食会議報告 

事故防止委員会 月1回 

ヒヤリハット・事故記録簿の振り返りと日常の情報共有、傾向

と対策確認 

事故防止研修 

ケース会議 月1回 個別の状況の共有、支援計画、振り返りの確認と情報共有 

リーダー会議 
 

月1回 
現場の課題の抽出、業務改善や標準化の検討 

昼礼 週1回 
課題の抽出と協力体制の確立、子どもの様子の共有、各係か

らの進捗報告とお知らせ、園内研修 

 

 

（２）法人指定施設外会議への参加(勤務時間内) 

施設外会議名 頻度 会議内容 

施設長会議 月1回 法人内統一の情報共有・課題検討 

施設長勉強会 月1回 
施設長のスキルアップ研修 

課題改善の検討とマネジメント力の育成 

食育会議 年4回 
栄養士・調理師・施設長が参加　献立の検討　マニュアル確認 

食育の推進　OJT　残渣減の取り組み　食の循環 

保健会議 年4回 

看護師、施設長が参加　子どもの健康と予防　感染症対策や

ガイドラインの確認、保健計画作成、マニュアルの確認　社会

の動向調査　、園児の健康管理 

主任会議 年6回 
運営・マネージメントにかかる研修 

職員育成 

子育ての質を上げる会議 月1回 
業務改善研修　子育ての質を上げるための計画立案・成果発

表の実施（自園の課題抽出・実行計画策定・成果発表） 
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（３）各種係の設置 

係名 職務内容・役割 

衛生管理係 

身体測定・定期健康診断・歯科検診の実施と保護者様への連絡・施設の

清掃と衛生管理に係る消耗品および備品の管理と補充・感染症予防対策

の管理点検・と危機管理・保健計画作成とその実施、振り返りのＰＤＣＡを

まわす 

安全対策係 

火災・地震訓練・不審者侵入時訓練および消火・防災自主点検の実施管

理 

消防署との連携窓口業務・救急講習計画と実施 

施設内外の設備点検および事故防止対策の実施 

防火管理者 

消防計画の作成と管理 

備蓄品リスト・帰宅困難者表作成 

消防設備点検、避難経路の確保と点検 

施設内外の設備点検および事故防止対策の実施 

食品衛生責任者 

調理室全般の衛生管理 

給食食材および提供食材の衛生管理と在庫品保管状況の管理 

給食衛生管理マニュアルに基づいた手順と対応の確認 

畑係 

畑づくりの年間計画、畑の管理 

まめくれ農園の立ち上げと実施 

大豆戸どろんこ保育園との連絡係 

子どもとスタッフの活動の推進を図る 

教材・道具類の維持補充 

保護者様への情報発信 

生き物係 
飼育動物の丁寧なお世話と健康管理 

子どもや保育者の生き物飼育活動の把握と推進、課題検討と再アクション 

環境整備・備品係 

美観：保護者がいつ見ても気持ちがよい施設づくり 

園内外の環境整備と子どもの生体リズムを整える環境づくり 

室内に自然を取り込む、くつろげる環境設定 

内監プロジェクト 内部監査項目に沿って、押印簿点検や課題解決の推進 

地域係 地域の方々や地域団体との対外的な窓口業務と広報係 

 

 

（４）行事別係の設置 

係名 職務内容・役割 

どろんこ祭り係 

祭りの企画と推進 

保護者と協働して、準備、開催をし、懇親を図る 

地域サービスとしての位置づけを図る 
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運動会・生活発表会係 運動会、生活発表会の計画・企画 

 

 

 

４．保育方針 
 

（１）基本方針 

乳児保育 

上半期 

0～2歳児 

・受容的・応答的な関わりの下で、自分の気持ちや示したいことを伝えようと

する意欲を育てる（代弁や選択肢を提示できる）またこれらの関係性から身

近な大人との信頼関係が育ち、人と関わる力の基盤を養う 

・外気浴や戸外活動を喜び、自然を体で感じ、触れて五感を育て、心身とも

に健康な体を作る 

・生活や遊びの中で様々なものに触れ、音・形・色・手触り・においなど、物

の性質に気づき、感覚の働きを豊かにする 

・歩行の確立、言葉の獲得により盛んになる探索活動が十分にできるように

し、友達との関わりの芽生えを促していく 

下半期 

0～1歳児 

・身近な大人との安定した関係の中で、一人遊びを十分に楽しみながらも自

我の芽生えを発揮し始める 

・受容的、応答的な関わりの中で獲得した言葉を使って、自分の思いを伝え

たり、歌を歌うことの気持ちよさを感じたりして、気持ちを開放して生活をす

る。発達的に駄々こねや癇癪もみられるが、それを発達の過程として葛藤の

姿と喜ばれ、認められながら自分自身を育てていく 

・戸外活動を喜び、自然に触れて五感を育て、健康な体を作る 

・自由に動くようになってきた体を十分に動かして、リズム遊びや散歩活動に

意欲的に参加し、友だちや保育者に励まされ認められながら、自尊感情を

培っていく 

幼児保育 

上半期 

3～5歳児 

・生活リズムを整え、情緒を安定させた生活の中で、自分らしさを発揮し毎

日を楽しみに登園する 

・意図的に環境設定された中で、自ら関わり、発見を楽しんだり考えたりし

て、それを生活の中に十分に取り入れようとする 

・長距離散歩にＴｒｙし、集中力や忍耐力、チャレンジする気持ち、爽快な充実

感や達成感を毎日体感して自尊感情を高め、レジリエンスを高める 

※レジリエンス：困難や逆境にあっても、しなやかに立ち直る力 

下半期 

2～5歳児 

・異年齢のかかわりの中で、自分を表現して受け入れてもらうこと、相手の

気持ちを理解しながら、人対人コミュニケーションの実感をもって生活をする 

・自分が大事にされているという実感を得ることによって、相手をも尊重し、

思いやりの気持ちを言葉や態度、行動に表して接する 

・上半期、戸外活動で五感を働かせ、培ってきた感覚、・感性や長距離散歩

や遊びの中で培ってきた集中力や忍耐力を活かし、描画や造形、歌やリズ

ム遊び、劇遊びや楽器遊びなど、様々な表現活動を展開する 

・地域、商店街ツアー、小学校訪問など、今までよりも広い社会に目を向け

て、小さいながらに社会に貢献できる自分に育っていることを自覚する機会
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を与えられて、そこに真心をもって取り組み、自尊心をさらに高めていく 

保育参加 4～3月 希望する保護者による保育参加/参加後アンケートの記入依頼 

保護者面談 

発達相談 
随時 

・ 随時、希望する保護者に対し実施 

・「保護者面談記録」「子育て相談記録」を活用 

意見・要望へ

の対応 
随時 

・連絡帳、口頭でのご意見についても苦情対応マニュアルに従い「ご意見ご

提案シート」を活用 

運営委員会 年2回 6月12日と11月13日に実施予定　 

 

 

（２）年間行事計画 

・２０２６年２月及び３月に開催の「年間計画策定会議第１回・第２回」にて決定し、「２０２６年度年間スケジュー

ル」をHPにて公開 

・保育参加・保護者面談は随時開催 

 

 

（３）給食・食育運営方針 

「食」を保育の真ん中において、調理室と保育室が一つになって、子どもの健康と成長にかかわっていく。保育

園を初めて利用されるご家庭や「子どもの食」に不安やジレンマを感じておられることを念頭に置いて、子ども

の食事や好き嫌いやその他、家庭で困っていることに対応できる知識や方法を発信していく 

 

1 

計画・ねらい 

・子ども一人ひとりがご飯を楽しみにして、意欲的にたべる 

・調理員、保育者、施設長、事務含む子どもを取り巻く大人は、子どもと一緒に食

事をする（食育3大方針）​

・空腹感を感じ、食べたい時や場所、ひと、食べたいものを食べたいだけ、子ども

自身で選択できる環境をつくる 

実践予定内容 

・日々の給食を、毎日大事に子どもも大人も一緒に食べる 

・安心で心地よい雰囲気づくり、適温給食 

・他者との関わり、マナーと自由の境目を知る 

・繰り返しから知る自己コントロールを学ぶ 

・身近な大人や友だちを模倣したり教わったりして、食事のマナーや食具の正しく

扱いやすい使い方を知る 

・散歩、畑での労働、戸外活動で空腹を得る環境を作る 

2 

計画・ねらい 

・畑活動と食育活動の連動、連携 

・畑で育った作物の食するまでの過程を知り、おいしく食べ、自然（日光、水、温

度、土、大気）の恵みに感謝し、お世話の大切さを知る 

・種や植物の不思議さを感じ、自然の力を感じ、畏敬の念を持つ 

実践予定内容 

・年間計画による畑活動 

・クッキング 

・野外炊飯 

3 

計画・ねらい 食材・食の循環を認知する直接体験 

実践予定内容 
・「リポべジ」・リボーンベジタブル（再生野菜）の体験 

（例）人参のヘタ・豆苗の豆・ブロッコリーの芯・青ネギの根・キャベツの芯を水耕
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栽培から土へ 

・パイナップル栽培：ヘタから育て2年後に結実する、お世話と観察 

・保育者は子どもに真に体験させたいことを考えて、実践にうつす 

・魚をさばく、手で開く　→　イワシ、豆鯵　を給食でいただくなど 

・調理と保育者との連携 

・苗植えから収穫、余すことなく使い切るプロジェクト 

（例）サツマイモの栽培　→栽培・葉や茎も調理して食べる・蔓を乾かして燃料に

する・制作に使う・たい肥にするなど 

（プロジェクト保育：子どもたちの発案・意見から展開する保育。計画されたもので

あっても、スタッフ主導ではなく、子ども主体、主導にコーディネート） 

4 計画・ねらい 子どもが「自分で盛り付けは配膳して食べる」を環境構成する 

 実践予定内容 

・バイキング給食の実施 

・盛り付け皿や茶碗の選定、陶器を選ぶ。形あるものは壊れることも学ぶが、割

らないためにはどのようにしたら良いか、自らの身の処し方を学ぶ 

・自分で選択し、自分で決め、自分で選んだことに責任をもつ体験を日常のさり

げない場面にちりばめる。葛藤の体験の機会を大人の先回りや指示によって奪

わない 

・友だちと話し合う、相談する、協働して進める場面を見守る。必要となる手立て

にはタイミングを計って即応する 

・物の数量や大きさを知って選別したり、食器や壊れるものを丁寧に扱う方法

や、他者への気遣いやマナーなどを学びながら配膳するなど、複数のことを同時

にコントロールする場面であることを大人は理解し、これらを効果的に実践する

工夫や方法を話し合いの中から形作っていく 

5 計画・ねらい 「今日の食材・産地」の発信と定着化 

 実践予定内容 

・SDGｓの観点から：「地産地消」「身土不二」「一物全体」 

・輸入品のフードマイレージ問題、添加物、防腐剤、ＣＯ2排出。これらを知って発

信できるまで学ぶ。子どもの食に何が必要か、何を省いていきたいのかを話し合

い、見極めていく。効果的な発信方法を考える 

・献立レシピの配布 

・食育活動の可視化された発信など 

 

 

（４）保健計画 

園児健康診断 年2回（6月・11月） 

歯科検診 年2回（6月・11月） 

保健だより 月1回（25日）発行 

スタッフ健康診断 年1回 

スタッフ検便 全スタッフ月1回（5日） 

園児への保健指導・取組等 
うがい・手洗い指導、歯磨き指導、生活リズムを整える、体の仕組み 

を知る、自分の身体の成長を知る、裸足、薄着、水の危険性について等 
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流行が予測される感染症 

通年･･･新型コロナウイルス 

感染症予防のためのうがい･手洗い指導、定期的な換気と消毒の実施 

7、8月頃･･･ヘルパンギーナ、プール熱(咽頭結膜熱) 

10月、12月…RSウイルス感染症 

12月～2月･･･インフルエンザ、感染性胃腸炎、 

12月～7月…溶連菌感染症月頃 

発作・痙攣等の対応のため

の薬の預かり 

ダイアップ･･･3名より預かり済み／園にて保管 

抗アレルギー薬･･･1名より預かり済み／園にて保管 

エピペン使用できるスタッフ 
本日現在15名が、研修受講し、修得済み 

未受講の新入職員2名については4月1日までに受講予定 

AED使用できるスタッフ 

（AED設置施設のみ） 

本日現在15名が、研修受講し、修得済み 

未受講の新入職員2名については4月1日までに受講予定 

その他保健に関する取組 

歯ブラシの管理・感染症防止 

新型コロナウイルスおよび他ウイルス感染予防のため、うがい指導・手洗い

指導を行う。また消毒・換気を徹底する。 

 

 

（５）各種点検 

危機管理 

設備点検・事故防止チェック 年4回／4･7･10･1月の25日  

防災自主点検 

（備蓄品点検含む） 
年2回／6･12月の25日 

避難消火訓練 毎月1回／15日 

不審者侵入訓練 年2回／6･12月の25日 

情報セキュリティチェック 年2回／5･11月 

誤飲・誤嚥防止チェック 年4回／4･7･10･1月の25日 

フロン点検（定期1回/3年） 業者による対象物の定期点検 2023年に実施済み 

フロン点検（簡易） 年4回／4･7･10･1月の25日 

衛生管理 

衛生管理点検表／毎日 毎日 

衛生管理点検表／毎週 毎週金曜日 

衛生管理点検表／毎月 毎月25日 

個人衛生点検簿／毎日 毎日業務開始前 

検便・細菌検査 毎月1回／5日／全スタッフ 
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健康管理 

予防接種状況・既往歴の確認／

保険証期限確認 
年2回／4･10月 

身長体重測定 毎月1回／20日 

児童健康診断 

 

内科健診　年2回／6・11月 

歯科健診　年2回／6・11月 

運営管理 

 

児童・保護者の人権に関する

チェック 
年2回／4･10月の園会議時 

コンピテンシー自己採点 毎月1回／園会議冒頭5分間 

利用者アンケート調査 年1回 

 

 

（６）環境整備 

1 

計画・ねらい 
「自分で考え、自分で行動する」「自ら行動する力を育てるとともに、他の子ども

と試行錯誤しながら活動を展開する」をめざす 

実践予定内容 

・子どもそれぞれの発達段階や興味関心を満たす環境構成を行う 

・先回りをしないで、子ども自身とその活動を「見守る」保育環境を整える。黒子

に徹する 

2 

計画・ねらい 自然に触れて感動する体験や命の大切さを感じる環境の提供 

実践予定内容 

・散歩9時出発。午前中めいいっぱいの労働・戸外活動。散歩の行き先の広が

り 

・科学する目を養う環境設定 

3 

計画・ねらい 楽しんで危険を体験しながら、道具の扱いや工夫・身の処し方を学ぶ 

実践予定内容 

・火起こし体験、川遊び、土手滑り、スコップやクワ、のこぎりなどの道具の扱い 

・はさみなどをすぐ手に取ることができる環境設定 

・針仕事 

・クッキング（包丁その他の調理用具） 

4 計画・ねらい 生活を歌に 

 実践予定内容 

・園スタッフが選んだ「子どもと一緒に歌いたい歌100選」をうたう 

・うれしいときも悲しいときも歌をうたう 

・遊び歌、わらべ歌 

 

 

（７）手作り遊具・家具安全点検計画 

手作り遊具・家具一覧 

No 遊具・家具名 設置場所 点検予定時期 

1 ターザンロープ 園庭 毎月 

2 タイヤ遊具 園庭 毎月 

3 鶏小屋 園庭 毎月 
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4 泥場　遊具棚 園庭 毎月 

5 乳児靴入れ 1階縁側 毎月 

 

 

 

５．危機管理（防災・ケガ事故防止・防犯・光化学スモッグ） 

1 

事故防止委員会 

リスクマネジメント

研修 

怪我・事故の防止 

・事故の予防：ヒヤリハット収集と統計結果の確認（随時・月１回の共有） 

・園内インシデント・事故再発防止検討 

・過去の重大な事故事例や法人内事故の事例研究 

・緊急連絡先への連絡やフローチャートの確認 

・見失い・置き去り概念の学び 

・心肺蘇生・AED研修・けがの対応研修・プール、水の事故防止・散歩引率方法

等 

・子どもへの安全教育の定期的な実施 

2 

避難訓練・ 

不審者侵入訓練 

防犯 

・危機管理マニュアルに則り、不審者侵入時には対応フローチャートに従う 

・安全対策係が計画立案・実施 

・自衛消防隊の編成と役割分担 

・立案された計画を全スタッフで共有し、十分なシュミレーションの下、実施 

・子どもへの安全教育の定期的な実施 

・想定外な災害にも適切な判断が自らできるよう、保育者は戸外活動時・散歩時

などの危険予測を日常から行っていく 

・広域避難場所：港北高校一帯（保護者様への周知を図る） 

3 光化学スモッグ 

・自治体からの情報で判断、活動をする 

・自治体からの情報を正確に得る 

・子どもたちとなぜ屋内で過ごすのかを考え、安全教育とともに光化学スモッグ

のメカニズムや環境問題への関心の芽生えを養う 

4 災害対策 

・「保育運営マニュアル」 

・危機管理マニュアルP6確認 

・決められたことの内容と意味を知り、園運営に携わる 

5 日々の事故防止 

・インシデント、ヒヤリハット：保育者の気づきの保育者間での共有と施設長への

報告 

・子どもの様子、玩具・遊具、公園・戸外移動時の保育者の保育、かかわりと引

率 

6 ハザードづくり 

・ハザードマップの作成と更新：室内、戸外環境の変化や人的要素を敏感に

キャッチして、書き込み・更新をする。更新日時を記録する 

・ハザードマップ管理表で定期的な見直しを図る（4．7．10．1月） 

7 
苦情・ 

ご意見対応 

・「保育品質マニュアル」、苦情対応マニュアルの確認 

・保護者様のご意見を真摯に聴き（訊き）、受け取った保育者はどのようなことに

でも自分事としてとらえ、謝罪と保護者様の意向に添った初動をおろそかにしな

いで、速やかな問題解決を図ることを第一とする 
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６．実習生・中高生の受入 
 

（１）今年度方針・テーマ 

 

【実習生を受け入れる意義】 

（ア）　保育園は、地域の社会資源であり地域研修の場でもあるため、実習生・研修生の受け入れを積極的に

行い、社会的責任を担う。次世代を担う実習生を積極的に受け入れ、どろんこ会の「にんげん力」を育て

る保育に共感する人材を育て、すべての子どもの育ちに還元することを期待する。 

（イ）　実習生を指導することは、保育者が自分自身を振り返る作業をすることである。実習生を丁寧に導けば

導くほど、保育者が自分自身の保育を丁寧に吟味しながら関わっている。教えること、相手のニーズをと

らえること、親切にかかわること、知っていることを言語化してアウトプットすること、仲間として迎え入れ

ること、保育の専門性を問うこと、どれも相互の成長にかかわっていることに留意する。 

 

【小・中・高生を受け入れる意義】 

（ア）　少子高齢化・核家族化が急速化する現代において、赤ちゃんや子どもと関わりを持たないままにお父さ

ん、お母さんになり、経験のないことが子育てをさらに難しくしている背景を保育者は知っておく必要があ

る。「子どもの可愛さ」「泣くことには意味があること」「子どもへの関りや対応を見たことがある」「実際に

関わったことがある」そのような体験の道しるべを残す。 

（イ）　「人を育てる」「人を育て、関わり合いながら自分をも育てていく」そのような保育を取り巻く仕事に出会

い、保育・福祉の場で活躍したいという人材を育て、仲間を作っていく。 

（ウ）　小・中・高校生を受け入れることのもう一方のメリットは、園の子どもたちの様々な人との関わりや多様性

の体験、保育者や家族以外の人に優しくお世話をしてもらう体験、少し年齢が上の人への憧れから誘発

される遊びや活動、どれも子どもたちの成長を促進する作用を持っていることである。 

 

1 実践予定内容 
園見学・職業体験などを積極的に受け入れ、見学期間だけにとどまらず、地域

のつながりとして交流をする。 

2 実践予定内容 

大学・専門学校の依頼による、保育実習の積極的な受け入れと、実習生一人

ひとりに合わせた温かい受け入れ体制を整え、職員全体でコミュニケーション

をとり育成をしていく。 

 

 

 

７．スタッフ育成と研修計画 
 

園内研修本来の目的である『同僚と話し合い、自らの保育を振り返りながら次の課題を見出すために、職場内

で研修を行う』を軸にアクティブラーニングを意識して展開する。大人の人間力アップを図るために、保育に必

要な知識とともに、一般教養や知性を育み、五感を働かせ、「気づく力」「思いやり」などの対人コミュニケーショ

ン力も磨く 
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（１）園内研修計画 

毎月開催の園会議の時間内を利用して自園にて実施 

開催日 開催時刻 名称・テーマ ねらい・共通理解する保育課題 

4月24日 
18:00～

20:00 

① コンピテンシー自己採点 

②ケガケーススタディ 

③保育運営マニュアル読み合わ

せ・虐待防止研修 

④歌・さくらさくらんぼリズム 

⑤接遇と保護者対応・振り返り 

⑥保育の質を上げる会議・共有と

学び 

・重大事故をさまざまな視点から捉えて、防

止の対策を探る 

・子どもに起きやすいケガや事故を知り、そ

の手当と臨機応変な対応を学ぶ（へその位

置と連携） 

・法人の虐待定義を確認 

・子どもの権利を知る 

・不適切なかかわりの抽出とディスカッショ

ン 

・4月課題抽出と改善、共有 

5月22日 
18:00～

20:00 

①コンピテンシー自己採点 

②歌・さくらさくらんぼリズム 

③「生きる力を育む」ために日課・

基本保育活動の確認と実施 

④保育運営マニュアル読み合わ

せ 

⑤熱中症予防について確認 

⑥保育の質を上げる会議・共有と

学び 

・「子どもの生きる力を育てる」をテーマに保

育計画と実践、その振り返りと再アクション

の意見交換、話し合いを継続して行う 

・真夏日に対応する 

6月26日 
18:00～

20:00 

①コンピテンシー自己採点 

②歌・さくらさくらんぼリズム 

③ 水遊びと水の事故 

「くう・ねる・水遊び」 

④畑活動、食の循環活動・検討 

⑤MBO発表と共有 

⑥保育の質を上げる会議・共有と

学び 

・「子どもの生きる力を育てる」をテーマに

畑・保育計画と実践、その振り返りと再アク

ションの意見交換・話し合いを継続して行う 

・水遊びマニュアルの確認とロールプレイン

グ 

・プール遊びの重大事故事例から 

・AEDの使い方、心肺蘇生講習 

7月24日 
18:00～

20:00 

①コンピテンシーコンピテンシー

自己採点 

②歌・さくらさくらんぼリズム 

③保育の質を上げる会議・共有と

学び 

④「生きる力を育てる～何が必要

か」：大人のにんげん力アップ

「ソーシャルトレーニング実践」 

 ・「子どもの生きる力を育てる」をテーマに

保育計画と実践、その振り返りと再アクショ

ンの意見交換、話し合いを継続して行う 

・「さくらさくらんぼのリズム」遊びを学ぶ 

8月28日 
18:00～

20:00 

①コンピテンシー自己採点 

②歌・さくらさくらんぼリズム 

③散歩ロールプレイング 

・「子どもの生きる力を育てる」をテーマに保

育計画と実践、その振り返りと再アクション

の意見交換、話し合いを継続して行う 
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④保育の質を上げる会議・共有と

学び 

⑤「生きる力を育てる～何が必要

か」：遊びの環境について考える 

⑥保育・半年の振り返り 

  

9月25日 
18:00～

20:00 

①コンピテンシー自己採点 

②歌・さくらさくらんぼリズム 

③「生きる力を育てる～何が必要

か」：1食事の環境を考える 

　　　2遊びの環境を考える 

④保育の質を上げる会議・共有と

学び 

・「子どもの生きる力を育てる」をテーマに保

育計画と実践、その振り返りと再アクション

の意見交換、話し合いを継続して行う 

・カリキュラムの作成における共通理 

解 

10月23日 
18:00～

20:00 

①コンピテンシー自己採点 

②歌・さくらさくらんぼリズム 

③虐待防止研修 

④感染症予防について 

⑤「生きる力を育てる～何が必要

か」：薄着・はだし・リズム体操・座

禅・長距離散歩・自然遊び 

⑥保育の質を上げる会議・共有と

学び 

 ・「子どもの生きる力を育てる」をテーマに

保育計画と実践、その振り返りと再アクショ

ンの意見交換、話し合いを継続して行う 

 

11月27日 
18:00～

20:00 

①コンピテンシー自己採点 

②歌・さくらさくらんぼリズム 

③全体研修 

④保育の質を上げる会議・共有と

学び 

・「子どもの生きる力を育てる」をテーマに保

育計画と実践、その振り返りと再アクション

の意見交換、話し合いを継続して行う 

 

12月25日 
18:00～

20:00 

①コンピテンシー自己採点 

② 歌・さくらさくらんぼリズム 

③「生きる力を育てる～何が必要

か」：「6つの力」について考える 

④マニュアルクイズ大会 

⑤MBO進捗・振り返りの中間報告

⑥保育の質を上げる会議・共有と

学び 

 ・「子どもの生きる力を育てる」をテーマに

保育計画と実践、その振り返りと再アクショ

ンの意見交換、話し合いを継続して行う 

 

1月22日 
18:00～

20:00 

①コンピテンシー自己採点 

② 歌・さくらさくらんぼリズム 

③「生きる力を育てる～何が必要

か」日常の保育を振り返ってみよ

う・1年の成果とまだ足りないとこ

ろを確認、再アクションへ 

④保育の質を上げる会議・共有と

学び 

 ・年間の振り返り 

事業計画、園目標、クラス、行事、係 

・「子どもの生きる力を育てる」をテーマに保

育計画と実践、その振り返りと再アクション

の意見交換、話し合いを継続して行う 
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2月 
18:00～

21:00 

①コンピテンシー自己採点 

②第1回策定会議 

・次年度策定 

・振り返り 

・2027年度事業計画とその方向性、園目標

設定と行事日時と概要の設定 

3月 
18:00～

20:00 

①コンピテンシー自己採点 

②第2回策定会議 

・次年度策定 

・2027年度「子どもにとって、真に必要な生

活・活動」を決める 

 

 

（２）外部研修への出席 

事業継続に必要な外部研修については、承認を得たうえで出席する。 

 

 

（３）法人支援制度の活用・出席 

　 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

業務改善研修（子

育ての質を上げる

会議） 

1回 1回 1回 1回 1回 1回 1回 1回 1回 1回 1回 1回 

施設長勉強会 1回 1回 1回 1回 1回 1回 1回 1回 1回 1回 1回 1回 

園長大学®保育士

大学講座および社

内限定公開講座 

園長大学®保育士大学講座および社内限定公開講座を活用 

全社員研修 11～12月までの間に動画視聴（全スタッフ対象） 

リーダー養成研修 選ばれたスタッフが参加予定 

ﾃﾞﾝﾏｰｸｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ 希望するスタッフが応募 

 

 

（４）スタッフ個人別育成計画 

施設長が年１回実施するフィードバック面談時に「個人ごとの次期の目標設定と併せて、次期の育成計画を施

設長が所定様式を使用して個々に伝える。半期に一度、中間面談の実施を行い、進捗確認をする。 

 

 

（５）若手職員の育成 

保育の質の向上のため施設長が『保育塾』を年間通して開催 

・子どもの発達の理解や年齢別の保育に係る学習を行う(写真の活用、ドキメンテーション作成) 

・保護者との関わり方「社会人としての」CS(顧客満足)の基本を学び、基本的なコミュニケーション 

能力を身につける 

・自然体験遊び、音楽リズム、表現遊び、食育活動などの内容のスキルアップを図る 
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８．地域交流計画 
 

（１）今年度方針・テーマ 

▪地域に開かれた保育園に近づくため、多彩な発信方法を試みる 

▪保育士からの日常的なあいさつや近隣の公園での保護者との関わりを増やし、ちきんえっぐの周知を図る。イ

ベントチラシの作成と配布 

▪保育園や小学校訪問などを通して、情報交換・連携を継続する 

 

 

（２）具体的な地域交流計画 

活動行事 詳細 

どろんこ祭り 年1回　　　集客目標：100名 

青空保育（保育園主催） 月1回　　　公園名：大曾根第二ｒ公園にて　　集客目標：120名（年間） 

商店街ツアー 週1回 

世代間交流 
高齢者施設の訪問やイベントへの参加をし、触れ合いや関わりの機会を

持てるよう定期的な計画を立てる 

異年齢交流 

幼保小の連携の中での小学校との連携、中学生による園訪問の地域 

ボランティア活動、近隣保育園との交流、保育士養成校の学生との 

交流を年間通して行っていく 

地域拠点活動 
子育て支援事業「ちきんえっぐ」、園庭開放、青空保育、地域イベントへの

参加を行う 

銭湯でお風呂の日 月1回　〈3～5歳児〉 

 

 

 

９．小学校との連携の計画 
 

国の指針に準じ、『職員間交流』と『子ども間交流』の両者を計画的にバランス良く盛り込んで年間計画を立て

ている。「５歳児と小学校１年生との年間連携計画および報告書」「アプローチカリキュラム」を作成、それに基

づいて計画的に取り組み、遊びや生活の中から小学校教育へスムーズに移行できるよう、子どもたちの主体

性や自立心を育むとともに、心の準備と期待感を高めていく。 

 

（１）今年度方針・テーマ 

保育園の職員と小学校の教諭が積極的にコミュニケーションを図り、お互いの保育観や教育観を知る機会を

設ける。定期的に交流会や研修会を開催し、子どもたちが幼児期や学童期にどのような生活を送っているの

か、学習や遊びの環境について理解を深めていく。 
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子どもたちが、徐々に環境の変化に適応できるようにするため、定期的に小学校を訪ね、校庭で遊ばせてもら

うなど、子ども自身が小学校生活への見通しが立てられる手だてを整えていく。 

 

 

（２）具体的な連携計画 

以下計画について、小学校と相談・協議を４月１０日（金）より開始する。 

日程 学校名・クラス名 参加人数 活動計画(会場) 目的 

6月頃 

港北地区幼小教育交流会 

園長・校長会 

(菊名小学校、師岡小学校) 

1名予定 
小学校を軸に近隣園と情報共

有及び連携計画(港北公会堂) 
職員間交流 

10月頃 
師岡小学校　 

1年 
11名予定 運動会見学 子ども間交流 

1月頃 
大綱小学校　 

1年 
11名予定 

授業参観（大綱小教室） 

校内でのあそび 
子ども間交流 

1～2月頃 菊名小学校 2名予定 児童情報共有 職員間交流 

1～2月頃 師岡小学校 2名予定 児童情報共有 職員間交流 

 

 

 

１０．要支援児計画 
 

（１）個別支援計画の作成・見直し 

子どもの発達や状況を理解し、ケース会議の中で共有・振り返りを行い、週案・月案の作成時や 

個々の変化・成長に合わせて、その都度見直しを行っていく。 

 

 

（２）毎月のケース会議開催 

（４～３月に計１２回開催予定　参加者：５名予定） 

・園会議、昼礼、フロア会議などを利用し、個々の様子を共有しながら理解を深めていく。 

・配慮の必要な子だけでなく、気なる子や成長・発達の過程で配慮を必要とする子についても 

　共有し、一人ひとりに合わせた対応へつなげていく。 

 

 

（３）進級引継、および、小学校への引継 

・進学する小学校や必要に応じて、関連機関と連携しながら、児童要録・面談や電話での申し送りを行う。 

・進級児は、職員間で情報を共有する。 
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１１．子育て支援事業 
 

（１）子育て支援実施項目 

園に来訪した親子に都度署名をもらい、月間延べ来場者数を自治体に報告する。 

実施項目 詳細 

園開放 （月）～（土）9:30～16:30 

子育て相談 （月）～（土）13:00～16:30　　　 

自然食堂…親子ランチ交流 毎週（火）10:00～12:00　　　　　 

どろんこ芸術学校 

どろんこ自然学校 
毎週（金）10:00～12:00　　　　 

勝手籠設置 （月）～（土）7:00～20:00 

ちきんえっぐだより 毎月1日発行 

青空保育（支援センター主催） 月1回　公園名：大曾根第二公園にて開催　　 

 

（２）子育て支援集客計画 

３月末までに達成する年間延べ来訪者数 

 

形態／項目 年間集客目標数 

 認可（園庭あり） 680 

 

（月別）子育て支援（イベント・青空保育を含む）延べ来訪者目標数 

 4月   5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 
年間 

合計 

目標数 30 　40 40 120 40 40 100 70 50 50 50 　50 680 

 

 

 

１２．園運営の向上 
 

（１）福祉サービス第三者評価の受審 

２０２５年１１月に学研ADVANCEに依頼して受審 

 

（２）園による自己評価の実施 

２０２６年１１月２０日に「内部監査チェック表」を用いて、以下の通り、自己評価を実施予定である。 

自己評価開始予定時刻：１３時００分 

自己評価終了予定時刻：１４時００分 

自己評価実施予定者：全スタッフ 
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（３）利用者アンケートの実施 

施設利用保護者に対してアンケートを実施し、評価結果を開示する。 

アンケート配布予定日：８月２５日 

 

 

 

１３．３カ年計画の具体化 
 

（１）昨年度の振り返り 

3月末までに

目指した姿 

重点施策 

・自由に行き来する『大きなうち』の中で、子どもの好奇心が満たされる物的

環境、人的環境の充実を図る 

・日課を通しての子どもの成長発達を促す 

振り返り 

・子どもにとって必要な環境や経験は何か、職員間で意見交換を行いなが

ら、子どもも大人もTrial＆Errorを繰り返しながら保育を進めてきた。子ども同

士や職員を相手に対話を行うことで、時には、言い合いになったり、意見がぶ

つかったりすることもあったが、自分を認め、他人を認めることができるように

なってきている。来年度も引き続きこうした環境を作って行き、他との違いを認

め、その違いを楽しみ、受け入れることができるように育くんでいく 

・日課については、子どもたちが自ら意味をもって日課を遂行するまで到達し

ていなかったため、今後は、さらに子どもたちが考えて、学びあっていく 

 

 

 

 

（２）当年度以降の３カ年計画 

 

 

2026年度 目指す姿 

・自然との関わり、長距離散歩や戸外活動、畑仕事など、どろんこ会が示す

基本方針を実施し、子どもの体を育て自尊感情を高める保育を実現して、保

護者様と子どもの育ちを共有し、喜び合える関係づくりをする 

・明るく開放された雰囲気づくりを目指し、地域の方に親しまれ気軽に来訪し

てもらえる施設づくりをする 
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重点施策 

【子ども】 

信頼できる保育者との関係を築き、安全安心を保証されて、泥んこ遊びや木

登り、長距離散歩や畑仕事や鶏の世話などの労働を自分で選択し、主体的

に意欲的に遊びこめる。困難なことがあっても内言（自分で自分に語り掛け

る）を育て、自分を立ち直らせることができたり乗り越えた自分を認め、自尊

感情を高めたりすることができる。まめどくれっしゅを「大きなお家」ととらえ、

子ども一人ひとりがその一員として尊重されて、「混ざる」ことから思いやりの

気持ちが育ち、たくさんの人の多様性に触れて生活を主体的に楽しんでいる 

 

【保育者】 

多彩でチャレンジできる保育活動を積極的に提供し、子どもたちの前向きな

姿勢や行動する力を高めていく。こどもを真ん中に、子どもの在りのままを受

け止めることに注視し中立的な関わりから、子どもの表現や思い、行動の責

任を子ども自身に預ける。表現がまだ難しい子どもたちには、代弁したり選択

肢を与えたりして、この先回りしない、大人の価値観を押し付けない方法か

ら、子どもたちがどのように伸びていくのかを確認して、可視化した記録で保

護者様に「子どもの育ち」を還元する 

 

【保護者支援】 

安心して保育園を利用して頂くために応答的な対話を心がけ、保護者様の

ニーズに手が届く気働きと気遣い、接遇を保育者は研鑽しながら実践してい

く。可視化された情報発信と丁寧な保育の解説をして、保育活動を通して育

つ子どもの成長を喜んでいただく 

 

【地域支援】 

青空保育やちきんえっぐ、イベントや講座の周知を計画的に根気よく続け、地

域の方に気軽にご利用いただく施設となる 

2027年度 

目指す姿 

・自然との関わり、長距離散歩や戸外活動、畑仕事など、どろんこ会が示す

基本方針を実施し、子どもの体を育て自尊感情を高める保育を実現して、保

護者様と子どもの育ちを共有し、喜び合える関係づくりが継続されている。保

育者や調理、看護師、事務を含め、スタッフ全員が子どもと関わり、いきいき

とした保育をチームプレーで展開している。畑仕事は自走し、子どもたちが道

具の使い方を覚え、危険を安全に使いこなす術を身に着け始めており、前年

度立ち上げた「まめくれ農園」を順調に広げ、食育につなげている。循環を意

識した効率や簡素化、手仕事の日常化が生活の中に入り込み、意識化され

ている 

・どろんこ会の保育をスタッフ全員が言語化でき、自園を超えて発信したり、

意識的に人材育成したりできる職員集団ができているこどもを真ん中に、子

どもの在りのままを受け止めることに注視し中立的な関わりから、子どもの表

現や思い、行動の責任を子ども自身に預ける。表現がまだ難しい子どもたち

には、代弁したり選択肢を与えたりして、この先回りしない、大人の価値観を

押し付けない方法から、子どもたちがどのように伸びていくのかを確認して、

可視化した記録で保護者様に「子どもの育ち」を還元する 

重点施策 
【子ども】 

信頼できる保育者との関係を築き、安全安心が確保され、泥んこ遊びや木登
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り、長距離散歩や畑仕事や鶏の世話などの労働を自分で選択し、主体的に

意欲的に遊びこめる。困難なことがあっても内言（自分で自分に語り掛ける）

を育て、自分を立ち直らせることができたり乗り越えた自分を認め、自尊感情

を高めたりすることができる。 

その自尊感情は、気づく力を高め周りに対する思いやりや見えない世界に対

する畏敬の念などにつないで、社会的に俯瞰する人材育成の芽を養っている 

 

【保育者】 

社会的な活動の場を含めた多彩な体験・経験を提供し続けた1年間の成果

を、子どもたちの自尊感情が高まりや、意欲的な子どもたちの姿から感じ取

ることができている。子どもを真ん中に、子どもの在りのままを受け止めるこ

とに注視し中立的な関わりから、子どもの表現や思い、行動の責任を子ども

自身に預ける。表現がまだ難しい子どもたちには、代弁したり選択肢を与え

たりして、この先回りしない、大人の価値観を押し付けない方法から、子ども

たちがどのように伸びていくのかを確認することが標準化された。表現の研

鑽から、より子どもの在りのままをとらえ、それを解説する力を備えて、保護

者様へ還元する力量のアップを図っている。子ども観・人間観の学びを深め、

保育を楽しんでプロとしてのマインドを培っている 

法人内、地域の集まりなどでは、スタッフの成長に一目置かれ、「任せられ

る」との信頼を得ている 

インクルーシブの活性化が図られ、障がいがある・ないにかかわらず、たくさ

んの経験の機会を作り、友だちと一喜一憂し、愛情深いたくさんの大人や地

域に支えられて、自己発揮して生活する姿を確認することができる 

 

【保護者支援】 

安心して保育園を利用していただくために応答的な対話を心がけ、保護者様

のニーズに手が届く気働きと気遣い、接遇を保育者は研鑽しながら実践して

いく。可視化された情報発信と丁寧な保育の解説をして、保育活動を通して

育つ子どもの成長を喜んでいただく 

卒園後も子どもたちや保護者様の原風景・原体験の場となっている 

保育・共育てに関心をもって「どろんこサポーター」が誘発的・自発的にできる 

 

【地域支援】 

青空保育やちきんえっぐ、イベントや講座を地域の方のニーズを図り、地域

の方が必要を感じて、ご利用いただく施設となる 

来園者数が多くなっている 

 

2028年度 

目指す姿 

・自然との関わり、長距離散歩や戸外活動、畑仕事など、どろんこ会が示す

基本方針を実施し、子どもの体を育て自尊感情を高める保育を実現して、保

護者様と子どもの育ちを共有し、喜び合える関係づくりが日常になっている。

このことが定着し、地域からも保育活動・保育内容・人材がトータルで育ち、

信頼され、「選ばれる園」が創られている 

重点施策 

【子ども】 

信頼できる保育者との関係を築き、安全安心を確保されて、泥んこ遊びや木

登り、長距離散歩や畑仕事や鶏の世話などの労働を自分で選択し、主体的

に意欲的に遊びこむことが子どものうちに培われている。困難なことがあって
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も内言（自分で自分に語り掛ける）を育て、自分を立ち直らせることができたり

乗り越えた自分を認め、自尊感情を高めたりすることができる。生活の様々

なところに創意工夫があり、Try＆errorが日常化されている。このことが標準

化されて、「にんげん力」ある子どもが育ち、自然遊びや山歩きが日常とな

り、チャレンジする前向きな姿勢が養われて「生きる力」をも育てている 

 

【保育者】 

子どもを真ん中にすえながら、より質の高い保育を模索し、自己研鑽する自

発的なスタッフが育っており、どろんこ会の保育を面白がり楽しみながら、前

向きに挑戦する人材が育っている。子ども観・人間観の学びを深め、保育を

楽しんでプロとしてのマインドを培っており、地域の家庭、社会的なニーズの

研鑽を積み、子育て支援活動のマインドをもって活躍する人材が育っている 

 

【保護者支援】 

安心して保育園を利用していただくために応答的な対話を心がけ、保護者様

のニーズに手が届く気働きと気遣い、接遇を保育者は研鑽しながら実践して

いる。可視化された情報発信と丁寧な保育の解説をして、保育活動を通して

育つ子どもの成長を喜んでいただいており、これらのことが標準化されている 

日常の子どもたちや園スタッフとの共感協動から、保護者様自身も「大きなお

家」の一員となり、真に子どもが育っていく環境や関わりに関心を寄せ、子育

てや保育の意味や価値や面白さを語り、園との関わりを喜んでくださっている 

卒園後も子どもたちや保護者様の原風景・原体験の場となっており、 

「どろんこサポーター」から保護者様同士のつながりが大きくなっていく 

 

【地域支援】 

地域に開かれた保育園として、コミュニティの中心的存在になる 

 

 

以上 

 

 

作成日：２０２６年３月１５日　　作成者：まめどくれっしゅ 施設長　松澤 ひろみ 
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